
.
一

法
人
部

学
ぶ
べ
き
理
山
を
吻
ら
か
に
さ
れ
、
そ
れ
を
手

が
か
り
に
、
第
向
池
淡
で
「
ア
メ
リ
カ
人
が
ホ

ロ
コ
ー
ス
ト
に
学
ぶ
ぺ
き
冏
題
を
析
出
さ
れ
た
。

ロ
ス
教
授
の
ご
■
演
は
、
.
士
に
ア
メ
リ
カ
人
に
つ

い
て
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
教
授
の
透
徹
し
た
考

祭
の
射
程
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
後
の
世
界
に
牛
き

る
人
岡
す
べ
て
に
ま
で
及
び
、
そ
の
内
,
荏
、
ア

メ
リ
カ
人
で
な
く
と
も
引
き
付
け
ら
れ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
今
回
の
新
島
誌
座
に

は
、
大
学
の
教
職
員
や
学
生
た
け
で
な
く
、
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
般
の
方
々
の

参
加
も
多
数
あ
り
、
盛
会
裡
に
終
っ
た

第

血

第
二
十
七
回
新
島
講
座

第

ー
ヒ
^
^
凶
"
^
Ⅱ
・
^
^
^
^
ト
^
円
と
ト

八
Π
、
人
学
今
出
川
校
地
令
誠
鮮
で
、
ク
レ
ア
モ

ン
ト
・
マ
ッ
ケ
ン
ナ
大
学
の
ラ
ッ
セ
ル
・
K
・
ヒ

ツ
ツ
ァ
ー
冠
飾
教
授
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
K
・
ロ
ス

教
授
を
お
招
き
し
て
行
わ
れ
た
。
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト

を
唖
門
的
に
研
究
さ
れ
て
い
る
ロ
ス
教
授
は
、
ホ

ロ
コ
ー
ス
ト
と
ア
メ
リ
カ
ン
.
ド
リ
ー
ム
と
の
関

わ
り
か
ら
、
最
新
の
仙
究
成
米
を
踏
ま
え
て
、
第

川
池
翠
ア
メ
リ
カ
人
が
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を

刀
m
勺
0
刀
↓

゛
終
f
後
引
き
続
き
新
島
公
鯲
で
ア
メ
リ

力
合
衆
岡
に
お
け
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
政
治
1
そ

の
教
訓
と
遺
・
光
1
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ス
ヘ
シ

ヤ
リ
ス
ト
.
セ
ミ
ナ
ー
か
持
た
れ
た
0
 
そ
こ
で
は
、

ロ
ス
教
授
は
、
政
治
と
い
う
観
点
か
ら
、
ホ
ス

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
現
代
に
生
き
る
わ
た
し
た

ト
.

ち
の
進
む
べ
き
方
向
を
小
唆
さ
れ
た
。

二
0
0
一
年
春
の
叙
勲
・
叙
位

同
志
社
大
学
名
誉
教
授
前
川
逝
介
氏
が
壁
等

瑞
・
否
、
祠
志
社
女
イ
人
学
名
誉
教
授
瀬
古
一
光

氏
が
勲
四
等
旭
日
小
餐
Π
卜
を
そ
れ
ぞ
れ
受
脊
十
さ

れ
、

五
珂
卜
Π
国
立
皮
場
人
劇
場
で
伝
達
式
が
行

わ
れ
た

二
0
0
一
年
春
の
褒
章

兀
同
志
社
女
f
大
学
教
授
原
璽
孚
氏
が
紫
綬

琴
1
嘉
竜
さ
れ
力
打
十
五
Π
審
小
の
川
水

会
館
で
仏
述
式
が
h
わ
れ
た

二
0
0
一
年
度
入
社
式

四
司
叫
H
 
"
Ⅷ
f
"
艸
,
f
鮮
.
イ
拘
逢
で
、
 
1
式
ガ

h
わ
れ
た
本
年
皮
の
採
用
は
、
人
学
教
R
八
人
、

女
子
人
学
教
契
人
、
商
等
N
穫
教
四
人
、
一
玉
一

^
ヰ
艸
,
f
^
t
"
^
^
司
~
,
^
^
^
、
釧
一
^
^
、
^
^
^
田
^
^
・

品
等
艸
穫
教
楡
一
人
、
女
子
中
学
校
・
高
等
ル
穫

教
諭
人
、
史
穫
教
諭
一
人
、
本
義
員
十
三

人
の
ー
ト
五
人
で
あ
る
。
人
<
介
貿
総
長
と
野
本

'
、

O
o
m
工
一
m
王
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貞
也
理
嘔
長
か
ら
歓
迎
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
、

野
本
埋
心
長
か
ら
人
人
長
令
が
手
波
さ
れ

ナ大
学『

現
代
語
で
読
む
新
島
襄
』
の
世
界
展

学
校
法
人
同
志
社
が
創
立
百
二
十
五
周
年
を
託

念
し
て
出
版
し
た
現
代
詔
で
統
む
新
島
襄
』
。
新

島
襄
へ
の
関
心
を
さ
ら
編
め
て
も
ら
お
う
と
、

こ
の
本
で
扱
た
紗
島
の
日
乱
・
原
和
類
の
京
資

料
や
写
貞
の
ハ
ネ
ル
な
ど
一
口
数
卜
点
を
展
示
し
、

分
室
内
に
東
京
就
職
サ
ホ
ー
ト
デ
ス
ク
を
役
榊
し

て
い
る

香
知
館
(
知
能
情
報
セ
ン
タ
ー
)
竣
工

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
*
業
「
知
牝
跨
桜
科

学
と
そ
の
応
用
」
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
の
研
究
拠
点
と

し
て
、
高
辺
キ
ャ
ン
ハ
ス
に
香
知
館
(
知
能
帖

帳
セ
ン
タ
ー
)
が
竣
工
し
た
こ
の
プ
ロ
ジ
エ
ク

ト
は
、
生
物
が
持
つ
イ
ン
テ
リ
ジ
エ
ン
ト
な
方
法

し
た
防
れ
た
多
く
の
晶
署
た
ち
は
、
展
示
を

通
し
て
新
・
島
忠
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
一
器
を

辿
っ
て
い
た

大
阪
就
職
サ
ボ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
を
開
設

学
生
の
就
職
牛
刷
支
援
の
た
地
人
阪
市
北
区

梅
田
の
大
阪
駅
前
箇
ビ
ル
内
に
、
大
阪
叢
サ

ホ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
を
四
Π
二
日
、
開
設
し
た
ス

タ
ッ
フ
二
人
を
常
駐
さ
せ
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、

企
業
怡
桜
検
索
の
た
め
の
ハ
ソ
コ
ン
十
台
、
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
が
開
け
る
よ
う
五
十
二
席
の
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
も
散
け
た
学
生
闇
の
儁
縦
交
換
や
籍
一

な
ど
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
な
お
、
咋
年
東
京

を
工
学
に
心
用
す
る
こ
と
を
日
的
と
し
一
口
万

ト
六
台
の
一
豊
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
が
並
列
に
接
続
さ

れ
た
国
内
最
大
級
の
超
並
列
進
化
シ
ミ
ユ
レ
ー

タ
一
伽
^
^
^
直
^
^
^
^
ー
、
^
^
^
X
け
^
.
^
一
^
^
^

彬
裴
膿
(
M
R
1
)
土
料
心
理
実
験
散
柿
な
ど
皐

新
の
研
究
装
置
・
設
備
を
備
え
て
い
る
。
ま
た
、

超
一
豊
某
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
敷
設
や
、
廊
下
の

照
明
器
貝
は
人
感
セ
ン
サ
ー
に
ょ
り
向
動
点
灯
す

る
な
ど
、
建
物
内
設
備
に
も
最
新
技
術
奪
入
さ

れ
て
い
る
。

ク
ラ
ー
ク
黒
館
の
改
修
工
事
は
じ
ま
る

今
出
川
キ
ャ
ン
ハ
ス
に
あ
る
万
つ
の
屯
要
文
化

、ノ

財
の
う
ち
、
木
学
の
シ
ン
ボ
ル
的
姦
物
で
あ
る

ク
ラ
ー
ク
■
念
館
(
明
治
十
六
年
竣
工
)
が

、

老
朽
化
の
た
め
四
月
か
ら
改
修
工
事
に
入
っ
た
。

外
壁
の
落
下
や
雨
漏
防
止
の
た
め
、
応
力
径
即
を

九
月
下
句
ま
で
行
い
、
十
月
か
ら
内
部
使
用
す
る
。

そ
の
後
平
成
十
六
年
か
ら
六
S
七
年
か
け
て
全
而

改
修
工
事
を
行
う
予
定

全
工
事
剛
冏
を
通
し
て
ネ
ッ
ト
を
か
ぷ
っ
た
状

態
と
な
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ヒ
で
、
そ
の

美
し
い
ク
ラ
ー
ク
,
ル
念
館
の
姿
を
見
て
も
ら
え
る

よ
う
、
ホ
ー
ム
ヘ
ー
ジ
を
開
儿
双
し
て
い
る
ア
ド

レ
ス
は
、
=
二
で
一
＼
＼
乏
乏
乏
.
五
o
m
プ
一
m
=
N
.
父
.
甘
＼

ル
曾
如
勢
ミ
n
一
讐
寄
＼
ヨ
五
ゆ
X
.
三
ヨ
一

、
ト
一
/
日
力
ら
一
h
月
十
一
 
H
ま
で
一
般
立
開

ノ

ゞ
、

゛一
,
'
一

J

ハ
一
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女
子
大
学

音
楽
学
科
オ
ペ
ラ
公
演

第
1
刈
同
オ
ヘ
ラ
ハ
ム
演
が
上
演
さ
れ
た
今
午

皮
は
創
立
白
 
b
五
周
年
を
、
、
乱
念
し
て
、
 
4
子
牛

に
よ
る
上
演
を
月
二
十
四
口
、
卒
業
牛
に
ょ
る

上
浜
を
卜
万
Π
に
新
島
,
'
<
需
堂
で
開
催
し

た
淡
詞
は
、
永
遠
不
朽
の
名
作
「
フ
ィ
ガ
ロ
の

指
導
は
例
志
社
女
イ
大
学
坂
Π
茉
望
嘱
託

両
日
共
多
数
の
観
客
で
娠
わ
い
、
公
淡
は

訂
Ⅱ

大
成
功
を
収
め
た
。

『
春
立
っ
き
ょ
う
の
風
女
子
大
卒
業
生
物

語
』
出
版

在
学
生
の
執
第
に
よ
る
『
脊
立
っ
き
ょ
う
の
風

女
f
大
卒
業
生
物
治
』
が
出
版
さ
れ
た
本
冉
は
、

^
扣
^
Ⅷ
^
f
閉
日
^
1
日
^
^
〕
^
^
 
H
^
五
川
H
^

・
X
義
習
」
(
扣
当
・
同
志
社
女
子
大
学
朱
捷
教
授
)

年
皮
H
組
ゼ
ミ
生
が
一
年
掛
か
り
で
進

め
て
き
た
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
の
成
果
女
性
の
生
き

力
L
 
を
テ
ー
マ
に
、
様
々
な
分
野
で
活
趾
し
て
い

る
本
学
卒
業
生
た
ち
を
取
材
し
て
、
り
ボ
ー
ト
を

占
き
、
本
の
出
版
に
い
た
っ
た
。
九
厶
●
年
代

か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
の
三
十
人
の
卒
業
生

の
軌
跡
が
記
さ
れ
て
い
る
。

玲
Π
<
卜
し
人
が
允
加

ジ
エ
ー
ム
ズ
館
改
修
工
事
見
学
会

創
立
白
二
十
π
岡
年
■
念
行
*
の
環
で
あ
る

ジ
エ
ー
ム
ズ
鮒
の
改
修
工
喫
見
学
会
を
 
H
二
十

七
日
に
突
施
。
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
象
微
的
な

建
物
の
化
粧
適
し
と
あ
っ
て
、
丕
玉
職
各
荏

築
学
会
関
係
者
な
ど
が
多
数
参
加
。
設
け
者
倫

明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

四
同
四
H
・
h
日
丁
治
・
花
や
し
き

.

荘
で
行
っ
た
汀
入
牛

人
介
倫
者
人
)
、

H

ト
級
牛
リ
ー
ダ
ー
レ
一
人
、
教
職
員
ニ
ト
人
が
参

加
今
q
も
源
氏
物
駈
Ⅲ
や
平
家
物
謬
と
縁
の
深
い

{
俗
で
わ
い
、
新
人
生
た
ち
は
宇
治
の
靡
史
を

肪
ね
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
加
歌
づ
く
り
に
挑
戦

し
た
新
た
な
友
述
と
教
員
を
交
え
て
の
登
録
杣

淡
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
遜
し
て
親
交
深
ま

り
、
緊
張
の
仰
持
ち
は
い
つ
し
か
笑
帥
に
変
わ
っ

て
し
た

現
代
社
会
学
部
二
0
0
一
年
度
フ
レ
ツ
シ

ユ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ

儿
一
」
儿
一
一

五
M
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

.

U
小
Ⅷ
て
h
つ
た
入
学
式
を
終
え
、
剣
待
と
小
安

つ
は
い
の
新
入
生
四
.
U
 
十
八
人
、
上
級
生
リ

い

抑
m
勺
0
雪

学
芸
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科

二
0
0
一
年
度
フ
レ
ッ
シ
ユ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ

ー
ダ
ー
ト
四
人

O
o
m
王
m
l
》

教
職
員
と
り
ー
ダ
ー
が
親
身
に
な
っ
て
、
登
録
や

学
生
牛
活
の
柑
談
に
の
る
な
ど
、
充
突
し
た

一
二

闇
で
あ
っ
た
。

春
季
り
ト
リ
ー
ト

五
H
ト
ブ
H
 
.
 
1
日
"
^
^
^
ひ
わ
こ
り
ト

リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
行
い
、
教
職
員
を
含
め
約
L

b
人
が
会
加
春
名
康
範
氏
(
初
y
4
饒
小

.

柴
」
剖
k
)
に
新
し
い
喝
代
の
わ
た
し
た
ち
S
出

会
う
こ
と
、
愛
す
る
こ
と
S
 
と
過
し
て
'
淡
い

鳥糸吉
Ⅲ婚

ジェームズ館で説明を受ける見学者

、
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た
だ
い
た
ク
ル
ー
プ
ト
ー
キ
ン
グ
で
は
、
心
を

開
い
て
諮
り
合
い
、
参
加
者
に
と
っ
て
貰
巫
な
二

日
間
と
な
っ
た

創
立
百
二
十
五
周
年
・
新
制
大
学
設
置
五

十
周
年
記
念
公
開
講
演
会

創
立
百
ニ
ト
五
周
年
を
記
念
し
て
六
月
六
H
英

諸
英
文
学
科
・
 
M
本
語
日
本
文
N
萪
、
穫
に
ょ
る

公
用
訥
演
会
を
新
鳧
恐
需
堂
で
開
催
。
訥
師
に

は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ィ
ッ
カ
ー
博
士

(
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
名
誉
教
授
)
を
招
き
、
「
翻
訳

1
必
要
な
も
の
そ
し
て
不
可
能
な
も
の
し
を
テ

ー
マ
に
訥
演
が
あ
り
、
嘘
況
で
あ
っ
た
。

創
立
百
二
十
五
周
年
・
新
制
大
学
設
置
五

十
周
年
記
念
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム

創
立
百
二
十
五
周
年
を
記
念
し
て
、
六
門
九
日

に
宗
教
部
主
催
に
ょ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
栄
光
館

フ
ァ
ウ
ラ
ー
チ
ャ
ペ
ル
で
開
催
。
ハ
ネ
リ
ス
ト
は

江
川
紹
子
氏
(
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)
、
森
岡
正
愽
氏

(
大
阪
府
立
大
学
教
授
)
、
同
志
社
女
子
大
学
村
瀬

学
教
授
、
田
会
は
同
志
社
女
十
大
学
中
村
信
博
教

授
テ
ー
マ
は
転
換
刈
の
若
老
の
ゆ
く
え
.
出

会
い
の
か
た
ち
ー
ケ
ー
タ
イ
文
化
の
な
か
の
喪
失

と
再
生
の
可
能
性
1
 
約
七
百
五
卜
人
の
入
場
が

あ
り
、
盛
況
で
あ
っ
た

高
等
学
校

入
学
試
験

応
募
者
二
百
四
十
四
人

人
)

合
格
発
表
二
月
十
日

合
格
者
数
百
六
十
九
人
(
九
十
人
)

実
質
倍
率
丁
四
倍

卒
業
式

月
↓
日

卒
業
生
四
百
人
(
百
卜
五
人
)

進
路
状
況

同
志
社
大
学
推
薦二

百
十
八
人
(
百
六
十

人
)人

同
志
社
女
子
大
学
誘

三
十
一
人

(
十
七
人
)

国
公
立
大
学

二
十
九
人

(
十
八
人
)

私
立
大
学

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン三

月
二
十
四
日

同
志
社
中
学
牛

三
同
二
十
六
日

入
試
合
格
者

入
学
式

四
刃
七
日

三
百
二
十
五
人

同
志
社
中
学
か
ら

(
百
六
十
四
△

八
十
九
人
西
十
人
)

人
試
合
格
者

四
百
卜
四
人
(
一
百
四
人
)

同
九
日
・
十
日

(
う
ち
女
十
百
二
十

同
志
社
女
f
大
学
学
芸
学
部
に

情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
開
設

二
0
0
二
年
四
月

世
紀
倫
帳
・
メ
デ
ィ
ア
社
会
に
お

い
て
創
造
力
や
表
現
力
を
発
揮
で
き
る
女
性
の

育
成
を
目
指
す
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
を
、
学
芸

学
部
内
に
開
設
。
人
学
定
員
は
百
二
十
人

●
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
専
門
科
目
群

専
門
科
目
は
大
き
く
三
っ
。
「
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ

イ
ン
科
目
」
の
ね
ら
い
は
、
知
識
と
威
僅

創

程
を
響
さ
せ
、
映
像
作
品
・
 
C
G
 
・
 
w
e

b
・
出
版
物
・
ア
ニ
メ
・
ゲ
ー
ム
・
電
了
音
楽

な
ど
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
に
ょ
る
創
造
表
現
や

デ
ザ
イ
ン
の
領
域
を
広
げ
る
こ
と
。
「
文
化
.
コ

ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目
」
で
は
、
マ
ス
コ
ミ

や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
放
送
、
広
告
な
ど
現
代

の
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
し
く
み
や
そ
の
北
同

景
を
学
習
。
ま
た
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
知
識
情
一

報
科
目
」
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ょ
る
グ

ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
現
や
、
モ
バ
イ

ル
コ
ン
ヒ
ユ
ー
タ
、
新
た
な
発
展
産
業
と
注
目

さ
れ
る
電
f
商
取
引
な
ど
、
情
報
や
通
信
に
関
一

す
る
技
術
や
産
業
・
サ
ー
ビ
ス
の
シ
ス
テ
ム
の

理
解
と
可
能
性
を
探
る

●
実
践
(
演
習
)
を
重
視
し
た
教
育

教
育
す
る
側
と
学
ぶ
側
が
一
緒
に
な
っ
て
そ

の
過
程
を
共
有
す
る
共
同
作
業
、
相
五
作
用

ト一
口

「
^^^^.^.^■^.^^^■^^^^^.^.^.^.^.^^^^^^^.^.^^■^.^^^^^^



ニ
、
三
年
学
カ
テ
ス
ト四

同
十
八
日
・
十
九
Π

遠
足

五
月
卜
五
Π

各
ク
ラ
ス
で
,
凶
、
f
的
に
決
め
た
わ
き
先
(
k
桐

生
や
川
西
イ
チ
ゴ
園
な
ど
)
に
、
そ
れ
ぞ
れ
出
掛

け
た
。受

験
座
談
会

五
月

F

京
都
大
学
や
、
京
司
胴
立
大
学
な
ど
、
同
志
社
・

同
志
社
女
f
大
学
纏
圃
さ
れ
て
い
な
ゞ
需
や

国
公
立
大
学
を
志
望
す
る
在
校
生
を
対
象
に
、
こ

れ
ら
の
大
学
に
現
役
で
合
格
し
た
率
業
小
を
招

き
、
勉
強
の
方
法
な
ど
倫
桜
交
換
を
行
っ
た

宗
教
週
問

六
月
五
H
S
七
日

死
の
絶
望
か
ら
生
命
へ
L

金
城
亟
明
氏

榎
本
忠
氏

し
の
よ
う
に
、
花
の
よ
う
に
し

そ
の
人
達
の
偏
仰
を
見
て
」

黒
多
健
氏

教
職
員
同
和
研
修
会

六
月
卜
七
日

冉
Ⅲ

山
崎
雄
介
氏

"
Ⅱ

(
光
準
女
f
大
劣
期
大
〕
添
助
教
授
)

テ
ー
マ
「
学
力
保
障
の
観
点
か
ら
」

一
一
・
三
年
生
団
体
観
賞

七
打
卜
一
日

削
且
行
来
「
訊
畢
の
ヒ
コ

産
、
業
廃
棄
物
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
、
環
境
を

テ
ー
マ
に
し
た
創
作
劇
同
志
社
女
f
大
学
計
堂

一
年
生
ク
ラ
ス
合
宿

皿

ー
フ

O
o
m
工
一
m
l
》

に
ょ
っ
て
教
育
の
大
き
な
成
果
が
あ
る
と
考
一

え
、
突
践
教
育
を
亟
視
専
任
教
県
一
年
次
一

か
ら
四
年
次
ま
で
少
人
数
四
額
習
授
業
、
卒
業
一

一
制
作
、
例
別
指
導
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
運

一
営
を
担
当
。

一
●
実
社
会
と
連
動
し
た
教
育

独
同
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
挑
進
。
そ
れ

一

ぞ
れ
の
訓
義
、
一
等
科
同
を
突
社
会
と
連
動
さ

せ
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
釧
織
と
接
す
る
こ
と

に
ょ
っ
て
知
識
と
突
践
の
距
削
を
縮
め
た
新
た

一
な
教
育
を
試
み
る
。

一
●
英
語
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
*
月

創
立
以
来
百
二
十
五
年
に
わ
た
っ
て
貫
い
て

き
た
突
践
的
一
倫
教
育
こ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー

、
ネ
ッ
ト
に
ょ
っ
て
地
球
規
模
の
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
代
条
も
必
要
一

と
さ
れ
て
い
る
教
育
外
国
語
科
目
の
他
堺
一

^
門
科
倒
で
あ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
系
科
^

一
Π
」
を
設
置

一
●
他
学
部
・
他
学
科
目
等
の
履
修

幅
広
い
気
識
と
視
野
を
身
に
つ
け
る
た
め
に

一
学
為
雨
内
の
他
学
科
の
科
目
、
あ
る
い
は
他
一

三
了
部
の
科
N
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
同
一

一
志
社
大
学
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
な
ど

一
他
大
学
単
位
亙
換
科
目
を
履
修
で
き
る
仕
組
み

も
整
っ
て
い
る
。

一
お
問
い
合
わ
サ
同
志
社
女
子
大
学
入
学
課

T
E
L
 
(
0
7
7
4
)
 
6
5
 
.
 
8
8
1
ー

F
A
X
 
(
0
7
7
4
)
 
6
5
 
.
 
8
4
6
0

七
月
十
六
Π
S
十
七
日

ウ
エ
ス
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
(
メ
ル
ボ
ル
ン
)
.

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

七
打
十
六
H
S
八
珂
十
一
 
H

女
f
六
人
、
男
イ
人
の
本
校
生
徒
が
、
マ
ー

チ
ン
・
ク
レ
ッ
グ
教
△
計
*
の
も
と
メ
ル
ポ
ル
ン

の
ウ
エ
ス
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
生
徒
の
家
庭
に
ホ
ー

ム
ス
テ
ィ
し
た
九
月
に
も
同
じ
よ
う
に
受
け
入

れ
を
し
て
い
る



香
里
中
高

入
学
式

四
月
九
日

中
学
二
百
五
十
人
、
一
寝

百
八
人
(
う
ち

女
子
四
十
七
人
)
が
人
学

中
学
校
祖
墓
参
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

四
月
十
八
日
S
二
十
日

J
R
京
都
駅
に
集
合
し
、
若
王
了
山
で
開
所
式

を
行
い
校
祖
墓
参
。
南
禅
寺
か
ら
バ
ス
で
浜
名
湖

レ
ー
ク
サ
イ
ド
プ
ラ
ザ
に
到
着
。
十
九
日
、
午
前

中
は
ス
ホ
ー
ツ
大
会
。
午
後
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ

六
月
二
十
日

中
学
受
験
者
対
象
で
、
徐
年
数
百
人
の
去
加
者

が
あ
る
。

二
0
0
二
年
四
月
か
ら
中
学
校
も
共
学
へ

二
0
0
0
年
四
月
、
一
琴
田
袈
に
「
国
際
コ
ー

ス
」
季
級
を
新
設
、
そ
の
二
分
の
一
を
女
本

徒
と
す
る
男
女
共
学
を
突
施
し
た
が
、
中
学
校
で

も
香
里
中
学
校
・
一
鼎
学
校
創
立
五
十
周
年
を
機

に
、
二
0
0
二
年
四
H
の
新
入
生
か
ら
女
子
生
徒

を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
三
分
の
一
に
あ

た
る
約
八
十
人
の
予
定

の
指
導
航
'
苦
衛
隊
叢
な
ど
の
見
学
や
ク
ラ

ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
タ
食
後
ビ
ー
チ
で
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
。
十
日
、
遊
覧
船
臣
名
湖
周

遊
後
浜
松
市
の
動
物
園
を
見
学
。
タ
カ
、
京
Ⅷ

駅
に
帰
着
。

高
校
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

四
月
二
十
五
日
S
 
十
六
日

ス
で
岐
吊
木
荘
川
の
オ
ハ
ヨ
ウ
サ
ン
ホ
テ
ル

バ
に
到
着
。
ポ
イ
ン
ト
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
'
楽
し
ん
だ

後
バ
ー
ベ
キ
ユ
ー
の
夕
食
。
ク
ラ
ス
活
動
・
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
の
後
就
寝
。
二
十
六
日
、
飯
兪
炊
さ

ん
の
体
験
学
習
。
タ
方
帰
着
。

宗
教
教
育
教
職
員
研
修
会
六
打
六
日

兀
本
校
社
会
科
教
前
で
現
在
も
訥
師
を
務
め
る

昌
多
正
明
先
生
を
お
招
き
し
、
「
学
校
の
前
史
と
同

志
社
へ
の
移
行
」
と
題
し
た
訥
淡
会
を
開
催
し
た
。

昭
和
十
五
年
四
月
、
大
阪
偕
行
社
中
学
校
と
し
て

設
立
さ
れ
、
翌
年
、
第
山
水
中
ψ
極
と
な
る
が
、

終
戦
の
た
め
山
水
育
英
会
と
の
関
係
を
断
っ
ま
で

の
事
備
。
昭
和
二
十
年
、
香
里
雨
中
・
」
豊

学
校
と
し
て
再
発
足
す
る
が
、
生
徒
減
少
に
ょ
る

経
〕
鞭
か
ら
、
有
名
私
立
大
学
と
の
提
挑
・
合
併

を
模
索
し
轟
代
昭
和
二
十
六
年
七
打
、
香
里

学
園
と
同
志
社
と
の
合
併
後
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義

の
学
校
に
生
ま
れ
変
わ
る
ま
で
の
歴
史
な
ど
、
当

時
の
1
<
や
史
料
を
使
っ
て
説
明
を
受
け
た
。

体
育
祭

高
校
六
同
十
日

中
学
六
月
十
日

教
職
員
同
和
研
修

六
月
一
十
日

大
阪
体
*
昊
学
浪
而
鼎
学
校
の
罪
宏
先
牛

を
^
^
に
お
^
き
し
^
日
^
^
・
胡
^
^
^
^
同

研
究
委
員
会
の
沃
動
や
そ
の
成
米
、
共
生
の
前

提
と
し
て
「
違
い
を
認
め
あ
う
こ
と
の
大
切
さ

に
つ
い
て
の
講
演
を
受
け
た

学
校
説
明
会
・
施
設
見
学
会

オリエンテーションでのスホーツ大会

72
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女
子
中
高

卒
業
式

三
月
十
五
日

中
学
二
琴
学
校
合
同
の
卒
樂
式
が
行
わ
た

そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
向
か
っ
て
巣
立
っ
て
い
っ

ナ

修
学
旅
行

巾
学
二
年
生
は
、
月
十
六
日
か
ら
十
八
日
の

泊
日
の
H
程
で
k
崎
方
而
に
、
.
寝
年
小

は
、
月
十
六
日
か
ら
十
九
日
の
泊
四
日
の
日

程
で
沖
^
方
而
に
修
学
旅
~
^
を
実
^
し
た

そ
れ
ぞ
れ
白
主
研
修
を
中
心
に
し
て
、
平
和
学

習
等
に
取
り
組
ん
だ
。

ス
キ
ー
学
舎

三
月
十
六
日
か
ら
二
十
日
は
中
7
 
年
生
の
希

塑
妄
三
月
二
十
日
か
ら
ニ
ト
四
H
は
高
校
一
年

生
の
希
望
者
を
対
象
に
、
信
州
栂
池
で
、
ス
キ
ー

倫
習
会
を
実
施
し
た
。

入
学
式

刈
珂
七
日

中
学
校

Π
四
ト

人
惚
革
校
二
西
八
十

人
を
迎
え
、
入
学
式
を
執
り
行
っ
た
。

女
子
部
創
立
記
念
日

四
同
ニ
ト
一
日

女
イ
剤
仰
、
.
白
十
川
周
Ⅱ
の
氾
念
礼
丹
を
も

九
ネ
仟
の
剖
"
J
Ⅲ
に
は
同
志
村
女
f
人
学

特
任
教
授
の
{
忌
正
典
先
生
を
お
迎
え
し
、
奨
励

を
し
て
い
た
だ
い
た

春
季
遠
足

π
牙
十
一
二
一

中
学
二
如
少
か
ら
'
尚
校
年
生
が
各
学
年
ご
と

長
足
を
行
い
、
ク
プ
ス
の
親
畦
を
深
め
た
。

中
学
一
年
生
修
養
会
五
円
卜
日
S
卜
三
日

丹
波
篠
山
に
あ
る
ユ
ー
ト
ヒ
ア
篠
山
で
、
「
な
か

よ
く
な
ろ
う
」
を
、
王
題
に
し
て
修
養
会
を
も
っ
た
。

修
養
会
を
通
し
て
祠
志
社
に
学
ぷ
音
義
を
考
え

た
。

母
の
日
礼
拝

汎
H
↓
四
Π
は
'
W
校
上
十
五
Π
は
中
学
ト
.
を

対
象
に
、
母
の
H
礼
邦
を
も
っ
た
。
カ
ー
ネ
ー
シ

ヨ
ン
販
光
の
収
益
金
及
、
ひ
募
金
は
ハ
ン
セ
ン
病
救

、ノ

済
団
休
の
好
両
社
に
送
っ
た
。

芸
術
鑑
賞

五
司
ト

1

長
岡
京
尋
心
文
化
会
鮪
で
、
劇
団
銅
鎌
こι

よ
る
杉
原
千
畝
氏
の
活
動
を
淡
じ
た
セ
ン
ホ

.

ス
ギ
ハ
ア
ラ
」
を
午
前
は
中
叫
f
牛
、
 
1
後
は
窃

校
生
を
対
象
に
鑑
賞
し
た
。

球
技
大
会

一
寝
生
は
六
H
ト

ヨ
、

P
リ
,
f
k
は
し
、
司
ニ
ト

六
Π
に
、
球
技
大
会
を
尖
施
し
た
。
バ
レ
ー
ポ

ル
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
レ
H
卜
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
と
W
を
競
っ
た
O
 
P
乢
了
、

、

刀
m
勺
0
ヨ

向
秡
と
も
に
、
梅
雨
の
介
朋
の
好
夫
無
ま
れ
た

目
で
あ
っ
た
。

花
の
日
礼
拝

六
H
卜
五
U
に
は
、
聖
歌
隊
の
厶
邑
ハ
ン
ド

ベ
ル
の
奨
に
ょ
る
賛
美
礼
邦
を
も
ち
、

1
●
一
一

に
は
、
花
を
村
ち
寄
っ
て
、
飾
り
、
花
の
Π
の
礼

拝
を
も
っ
た
十
六
旧
は
、
花
と
募
金
を
持
っ
て
、

、
靴
巾
内
を
中
心
と
す
亀
蔽
施
般
、
老
人
ホ
ー

ム
等
を
訪
剖
し
、
交
流
を
も
っ
た
。

が

入
学
式

四
Ⅱ
五
Π

始
業
式

四
剣
九
H

宿
泊
研
修
中
学
校
、
台
 
U
S
二
H

高
等
学
校
五
打
し
H
S
八
日

新
入
牛
た
ち
が
、
向
志
社
で
学
ぶ
こ
と
忠
傑

0
0
仂
王
m
l
》

国
際
中
高

1

73
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を
考
え
な
が
ら
、
新
し
い
友
達
と
共
に
生
き
る
こ

と
を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
の
機
会
で
す

I
m
r
r
0
 
口
m
ン
刀
m
z
m
ヌ
く

1
平
和
と
寛
容
の
国
際
絵
本
展
1

五
村
九
日
S
ト
ハ
日

日
本
国
際
児
童
図
晝
需
会
と
日
本
ユ
ニ
セ
フ

協
会
が
、
王
催
し
、
ド
イ
ツ
の
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
国
際
青

少
年
図
吉
館
が
企
画
す
る
「
平
和
と
寛
容
の
国
際

絵
本
展
が
、
詞
組
織
の
器
削
を
受
け
、
本
校
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
会
場
を
提
供
す
る
と

い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
校
両
校
以
来
力

を
人
れ
て
き
た
平
和
教
育
に
b
鞭
結
び
つ
く

も
の
で
あ
り
、
絵
本
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
可
能
性

を
探
ゑ
嫌
で
も
興
味
深
い
も
の
で
し
た

会
場
に
は
、
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
国
際
青
少
年
図
書
館

子
供
続
ま
せ
た
い
と
選
ん
だ
世
界
中
の

が絵
本
四
十
一
種
類
、
九
十
四
作
品
が
展
水
さ
れ
た

だ
け
で
な
く
、
ま
だ
日
本
曹
翻
訳
さ
れ
て
い
な

い
絵
本
が
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ょ
っ
て
棚
沢

さ
れ
、
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
日
本
語
で
楽
し

ん
で
も
ら
う
事
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
ポ
ス
タ
ー

作
製
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
り
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
と
す
べ
て
生
徒
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
し
て
く
れ
、
子
供
た
ち
の
持
っ
素
晴
ら
し
い

力
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
新
聞
等

に
も
紹
介
さ
れ
、
般
開
放
時
に
は
二
百
人
ほ
ど

の
来
客
が
あ
り
ま
し
た
。

花
の
日
礼
拝

六
月
八
日

高
等
学
校
球
技
大
会
、
中
学
校
遠
足

六
月
十
三
日

年
生
宇
治
・
天
ケ
瀬
ダ
ム
方
面

年
牛
嵐
山
方
面
散
策

年
生
山
城
森
林
公
園
飯
兪
炊
さ
ん

琴
学
校
は
ク
ラ
ス
対
抗
形
式
の
バ
レ
ー
ボ

ル
大
会
が
、
中
学
校
は
学
年
ご
と
に
遠
足
を
実
施

し
ま
し
た
梅
雨
の
時
期
で
天
候
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
繋
ぢ
の
過
ご
し
や
す
い
一
日
と
な
り

ま
し
た
。
教
育
実
習
生
も
加
わ
り
楽
し
い
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

中
学
校

入
学
式

四
同
五
日

新
入
学
生
百
十
五
人

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ

四
H
 
十
日
S
 
十
五
日

期
に
分
け
て
、
初
め
て
同
志
社
び
わ
こ
り
ト

リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
0

新
入
生
創
立
者
墓
参

四
月
二
十
三
日
、
二
十
五
日

遠
足
(
二
、
三
年
生
)
四
月
二
十
五
日

年
生
伶
の
た
め
琵
琶
湖
博
物
館
の
見
学
、

年
生
は
滋
賀
県
希
望
ケ
丘
で
、
飯
兪
炊
さ
ん
を

し
な
が
ら
、
新
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
の
謬
を
ふ
か

め
た

徒
会
委
員
研
修
会四

月
ニ
ト
H
、
二
十
一
日ゞ

一

同
士
柱
び
わ
こ
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
、

ノ

徒
会
執
行
委
員
と
三
年
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
委
員
に
ょ

る
研
修
会
を
実
施
し
た
。

平和と寛容の国際絵本展



一
年
生
保
護
者
の
た
め
の
学
校
生
活
案
内

の
集
い

五
月
卜
四
1

教
科
・
椴
楞
よ
り
の
説
明
と
施
没
・
ク
ラ
ブ
見
半

生
徒
大
会

五
J
十
＼
、

ヌ
エ
バ
・
ス
ク
ー
ル
生
と
の
交
流

五
月
十
四
日
S
十
八
日

米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
郊
外
に
あ
る
同
校
の

中
竺
年
生
躬
十
八
人
が
劼
問
 
H
本
一
胎
を
符

し
て
い
る
の
で
ク
ラ
ス
に
一
人
す
つ
入
り
、
授

業
及
び
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
、
生
徒
同
十
交
流
し

ナ

"
厨
テ
*
マ
゛

は
じ
け

"
,
一
『
、
<

广

教
育
実
習
五
村
卜
九
H
S
六
村
十
一

恬
志
社
大
学
力
ら
十
人
他
大
学
生
一
人
力

実
習
し
た
。

春
季
宗
教
教
育
強
調
週
問

■
0
豊
金
享
閉
一
プ
ι
マ

、

Φ
一

m

ー
レ
レ
レ
の
お
ψ
、

.
ν
、

や
.
究
詐
.
)
1
伊

喰

g
{
ノ

/
'
゛

一

:
.
ー
ー

1
一
'

↓
一

0
0
ω
王
Φ
工
》

ー
ー

鳥
の
よ
う
に
、
花
の
よ
う
に
し

榎
木
忠
先
生
(
耕
人
塾
塾
k
)

ノ

宅

}
ー

人
を
捜
す
神

一
長
力
先
生
(
滞
槻
H
古
台
教
会
牧
師
)

そ
の
人
た
ち
の
仏
仰
を
見
て
・
:
」

燃
多
健
先
牛
父
瓢
癸
教
会
牧
師
)

死
の
絶
翅
か
ら
生
命
へ

金
城
玉
明
先
牛
(
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
知
期

人
学
名
畔
教
授
、
沖
縄
人
権
恊
会
理
亊
)

花
の
日
礼
拝
・
施
設
訪
問
六
打
八
日

こ
の
f
ど
も
た
ち
と
し

小
橋
忠
f
先
生
(
西
が
丘
教
会
牧
師
)

放
課
後
花
を
も
っ
て
ホ
ザ
ナ
と
ハ
ン
ド
ベ
ル

、ノ

部
員
及
び
有
志
四
十
人
が
京
鞭
老
人
ホ
ー
ム

船
岡
寮
」
を
訪
問
、
」
荒
し
た
。

英
語
暗
唱
大
会

夏
期
キ
ャ
ン
プ

年
生
(
全
R
会
加
)

゛1

.
、
舎

.

日

六
打
四
日
S
八
H

七
門
二
十
一
H
S
二
十
九
日

四
期
に
分
け
て
各
期
二
泊
三
H
で
、
{
県
市
由

良
の
本
校
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
で
突
施
し
た

年
生

酉
由
参
加
)

七
同
卜
一
日
S
八
月

四
期
に
分
け
て
各
期
泊
四
H
で
、
長
鸞
ポ
白

馬
村
を
べ
ー
ス
に
、
唐
松
岳
に
登
り
、
ま
た
栂

池
向
然
園
を
見
学
し
た

力
m
勺
0
召

幼
稚
園

一
月
お
誕
生
日
会

一
打
十
L
e

1
前
中
全
園
児
と
教
員
が
歌
を
歌
っ
た
り
、
ダ

ン
ス
を
し
た
り
、
寸
劇
を
観
た
後
、
飲
み
物
と
お

菜
イ
を
い
た
だ
い
て
、
そ
の
打
の
お
誕
生
H
を
迎

え
た
園
児
を
お
祝
い
す
る
(
毎
村
一
同
行
わ
れ

る
)

参
観
日

刀
.
十
U
S
二
月
九
日

白
山
あ
そ
び
、
各
ク
ラ
ス
の
設
"
様
育
の
様
f

を
父
^
に
^
て
い
た
だ
い
た

園
外
保
育

二
珂
十
L
ハ
日

全
園
兇
で
文
化
ハ
ル
ク
城
陽
」
へ
出
掛
け
、

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
で
逝
ん
だ
り
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

を
観
て
・
楽
し
ん
だ

お
別
れ
運
動
会

月
一
 
1

人
Π
二
十
二
日

-1゛

'^
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全
園
児
と
父
厩
と
共
に
、
り
レ
ー
や
玉
入
れ
、

ダ
ン
ス
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

人
形
劇
観
劇

二
月
二
十
六
日

全
園
児
履
話
術
を
観
て
楽
し
い
時
を
過
ご
し

ひ
な
ま
つ
り
会
食

全
園
児
で
お
に
ぎ
り
、

な
ど
を
食
べ
た

三
月
二
日

コ
ロ
ッ
ケ
や
デ
ザ
ー
ト

年
中
組
親
十
で
キ
ャ
リ
エ
ー
ル
ク
ッ
キ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
へ
出
掛
け
、
共
に
食
水
を
作
り
、
み
ん
な

で
食
べ
た

卒
園
礼
拝
・
謝
恩
会

同
九
H

午
前
中
は
年
長
組
の
親
子
で
中
学
校
チ
ャ
ヘ
ル

で
礼
仟
し
、
午
後
か
ら
は
幼
稚
園
で
肩
食
を
典
に

し
、
ゲ
ー
ム
や
歌
な
ど
で
'
架
し
ん
だ

保
育
修
了
式

珂
十
六
日

年
長
組
(
五
卜
人
)
の
園
児
が
証

山
を
し
ナ
大

き
、
お
別
れ
の
幽
葉
や
歌
を
歌
っ
た

入
園
式

刈
月
ト
ニ
日

歳
児
三
十
六
人
、
四
歳
児
十
人
が
人
剛
。

四
打
卜
四
日

イ
ー
ス
タ
ー

全
園
児
で
イ
ー
ス
タ
ー
の
お
話
を
聞
き
、
ゆ
で

卵
を
持
っ
て
愉
り
お
祝
い
を
し
た
。

懇
談
会

五
円
七
日
S
十
七
日

二
0
0
一
年
度
の
年
闇
同
標
に
つ
い
て
の
話

や
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
賀
疑
応

答
、
ク
プ
ス
の
f
ど
も
の
様
十
に
つ
い
て
忠
見

交
換
を
行
た

園
児
大
会

五
月
十
日

年
長
組
の
親
子
が
柚
物
園
へ
出
掛
け
、
谷
の
向

然
を
楽
し
ん
だ
。

同
窓
会

卯
後
か
ら
卒
園
中
(
年
生
)

、

.

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

ま
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
お
や
つ
を
食
べ
て
過
ご

し
ナ遠

足

五
打
二
十
Π

木
墓
辿
公
園
へ
(
作
中
細
倫
児
)
。

四
月
お
誕
生
日
会

五
円
二
十
四
日

午
前
中
は
令
園
児
に
対
し
教
只
が
寸
劇
・
音
楽

な
ど
の
出
し
物
を
h
い
、
午
後
か
ら
は
そ
の
月
に

誕
牛
H
を
迎
え
た
園
児
と
父
母
、
教
員
が
界
食
を

共
に
し
、
ケ
ー
キ
に
口
ー
ソ
ク
を
つ
け
て
お
祝
い

を
し
た
(
今
年
度
も
毎
月
一
回
行
わ
れ
る
)

参
観
日

五
月
一
十
八
Π
S
六
同
七
Π

遠
足

五
月
二
十
九
口

梅
小
路
公
園
へ
(
年
少
組
の
親
十
)
。

,
宝
ケ
池
公
園
・
十
ど
も
の
楽
園
へ
(
年
長
紲
の

園
児
)個

人
面
談

六
月
八
日
S
十
四
日

新
人
園
児
と
示
望
者
対
象
。

花
の
日
礼
拝

六
月
九
日

園
児
た
ち
が
花
を
持
参
し
、
感
謝
の
礼
仟
を
行

ナ親
子
親
睦
会

六
同
十
五
日

全
園
児
と
父
母
で
食
亊
を
共
に
し
、
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
歌
を
歌
っ
て
楽
し
む
。

開
園
記
念
式
典

」
、
」
ニ
ト

日

開
園
記
念
バ
ザ
ー

六
"
一

口

π
打
ト
ハ
日

が
幼
稚
園
に
架

司
五
日

゛'ー、.^ーー,^

'七詞

ひなまつり

た
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